
T
ツ
ーー
テ
ト

テ
ツ
ツ
ウ
ギ
カ
イ

徹
温
義
介
越
前
淀
川
別
加
の

人
。
幼
に
し
て
間
凶
抽
出
む
寺
の
怯
鐙
に
拭
い
て
得
度

し
、
次
い
で
比
叡
山
に
殺
っ
て
HH
足
戒
を
栄
け
、
仁

治
三
年
深
草
の
肌
(
山
主
守
に
京
っ
て
辺
一光
に
制
し
、
道

元
の
越
前
永
平
寺
を
創
め
る
や
亦
之
に
従
ひ
、
思
附

-m寂
の
後
郎
作
品
伐
銚

に
依
附
し
て
そ
の
法
制
と
な

り
、
正
元
元
年
宋
に

入
。
、
四
年
を
純
て
東
川
刊
し
、

文
永
四
年
水
平
寺
三
代
に
皆
ん
だ
。
同
九
年
川
崎
院
、

山
中
に
謎
批
判
晶
を
結
ん
で
間
的
る
こ
と
二
十
年
泊
。
正

郎
二
年
加
到
の
日
間
曲
家
仰
の
制
約
す
る
腕
と
な
り
、

野
々
市
の
大
采
寺
を
殴
め
て
副
院
と
な
し
、
乾
元
元

年
之
を
盛
山
州
制
間
内
に
説
。
、
延
山
間
二
年
九
月
十
凶
臼

先
に
加
到
滞
か
ら
英
凶
に
印
刷
凡
・
を
命
ぜ
ら
れ
た
侃
立

山
以
前
が
交
捗
来
航
せ
し
め
、
拙
凶

m
u之
助
訓
一
川
岨
が
、

金
制
仲
滞
知
郡
代
理
と
し
て
兵
応
に
於
い
て
契
約
し
た

も
の
で
、
月師
m
m
m
附
牙
銀
三
刊
五
十
川
刊
に
刷
抗
す
る

邦
貨
で
あ
っ
た
。
明
治
凶
年
七

H
鎖
山
供
印
刷
の
脳
陣
止

と
共
に
、
デ
ヅ
ケ

y
は
解
約
せ
ら
れ
た
。

テ
ツ
ザ
ン
シ
カ
ヲ

徹
山
富
廓

川
町
制
宗
の
例
。

珠
般
道
珍
の
訟
を
山
聞
い
で
石
川
地
大
来
寺
近
代
に
佐

し
、
捗
っ
て
問
榔
ポ
天
寺
二
代
と
な
っ
た
。
永
和
二

年
七
月
十
日
に
示
寂
し
、
欣
天
に
惜
し
た
。

テ
ツ
シ
ユ
ウ
徹
周

J
セ
キ
ソ
ウ
テ
ア

Y

ユ
ウ

石
型
徹
川
。

テ
ツ
シ
ン
ド
ウ
イ
ン

銭
心
遣
印

金
神
山口
制
宗

夫
徳
院
の
住
持
。
間
帯
で
は
之
を
こ
代
と
せ
ず
し
て
、

mに
前
。
と
し
て
ゐ
る
。
的
符
河
村
郷
町
人
。
十
二

段
館
徳
寺
の
松
山
町
泣
念
に
よ
b
て
出
家
し
、
間関東
に

赴
い
て
術
く
籾
附
を
初
ひ
、
償
協
大
昌
寺
・
央
部
副
凶

筏
寺
に
住
L
、
遂
に
加
引
の
一
大
徳
院
に向
w
b
、
同
凶

等
位
・品開
山
二
寺
を
仰
ー
し
た
。
緩
和
泉
に
限
似
し
、

小
林
山
絞
，出
寺
を
川聞
き
、
延
山
H
八
年
正
月
引
八
日
八

十
八
政
を
以
て
絞
し
た
。

寂
し
た

o
m版
九
十
一
。
訟
は
野
ん
市
の
回
天
訪
宮

の
後
方
な
る
大
束
寺
の
治
制
。
に
在
る
。

テ
ツ
ボ
ウ

銭
熔

市町
治
二
年
正
月
六
日
の
令
に
、

『
餓
飽
引
鋭
的
、
如
跡
々
四
月
朔
日
よ
り
七
且
隙
日
迄

は
、
問
屋
政
之
内
に
て
岱
関
古
的
訂
巾
俄
は
、
御
教

元
被
成
候
。
但
植
木
に
と
ま
り
候
鳥
は
勿
-論
、
あ
げ

民
・射
越
な
ど
無
之
総
に
降
へ
控
邸
可
仕
候
。
』
又
寛

文
=
一年
六
月
三
日
の
令
に
、『
阿
川
健
品
之
下
が
け
、

浅
野
川
似
却
円
山
之
下
耐
加
に
て
、
御
家
中
之
者
共
助
.

に
父
者
間
吋
抑
制
飽
紛
古
仕
、
問
屋
政
之
外
於
間
山
々
銭
飽

打
候
間
同
出
御
停
止
候
去
一
4

0
』
な
ど
込
見
え
る
o
叉
是

響
山
田
式
の
火
縄
銃
抱
術
に
は
則
応

・
酒
井
の
二
械
が

あ
り
、
似
品
統
は
似
品
川氏、

穂
列
椛
は
中
島
氏
之
を

州問

へ
た
。
そ
の
銃
に
は
長
短
数
粍
あ
っ
て
、
そ
の
最

も
H
K
き
を
民
間
、
之
に
次
ぐ
を
修
縦
問
、
最
も
綴
き

を
M

山
風
間
と
恥
し
た
。

テ
ツ
ポ
ウ
ア
ラ
虫
メ
ブ
ギ
ヨ
ウ

鐙
山地
改
奉
行

御
飯
凶
餓
細
部
中
行
は
、
元
品
開
元
年
二
且
什
丸
日
制
尾

伊
兵
衛
庇
保
・
型
見
七
左
術
門
一冗
伎
の
命
ぜ
ら
れ
た

の
を
初
見
と
す
る
。
同
年
直
保
残
し
、
二
年
四
且
十

二日
H

御
歩
如
跡
地
孫
カ
郎
前
一
・
御
先
手
物
断
平
凶

山川
左
衛
門
成
恭
命
ぜ
ら
れ
て
三
人
と
な
り
、
元
文
の

凶
ま
で
そ
の
迎
。

E
あ
っ
た
が
、
見
保
中
か
ら
一
人

役
と
な
り
、
大
縦
訓

・
御
持
方
開
か
ら
栄
務
す
る
こ

と
に
成
っ
た
。

テ
ツ
ポ
ウ
イ
シ

鐙
州
国石

珠
洲
掛
川
捕
な
る
庄

司
川
の
河
口
取
中
か
ら
、
小
孔
の
此
泌
し
た
間
怖
を
打

上
げ
る
。
陛
慣
で
、
鍛
飽
石
と
も
絡
占
石
と
も
呼
ば

れ
、
そ
の
成
凶
は
・M
m
小
併
と
同
一
で
あ
る
と
い
は

れ
る
。

テ
ツ
ポ
ウ
ウ
チ
ゾ
メ

射
初
。テ

ツ
ポ
ウ
コ
ウ

徹
法
考 銭

抱
打
初JUt 。

拠
村
閉
山
釘

↓
イ
グ
メ

五
六

の
討
。
河
室
の
間
法
兵
賦
の
訟
を
録
し
た
も
の
で
、

一
に
波
し
、
別
府
谷
川
及
び
赤
谷
川
を
公
け
、
亦
=
一，

別
に
徹
法
考
闘
が
添
へ
ら
れ
る
。
ま
た
館
法
考
鮮
の

一
郎
に
訴
を
臓
は
ず
る
岩
屋
俣
川
を
容
れ
た
る
・も
の
で
あ

外
題
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
文
政
十
一

一
司
令
。
午
前
川
は
市
，
部
よ
り
関
銃
L
、
白
的
小
字
赤

年
の
自
序
が
附
加
し
て
あ
る
。

一
谷
に
担
っ
て
、
越
前
例
邸
赤
山
地
山
門
地
刷
赤
兎
山
)
に

テ
ツ
ポ
ウ
ノ
モ
ノ

銭
熔
之
者

」
7

Y
ガ
ル
一
裂
す
ろ
三
谷
川
を
南
よ
り
入
れ、

一
史
に
北
流
し
て
こ

足
料
。

一
三
の
探
知
山
を
併
世
、
小
字
河
内
谷
に
京
っ
て
凶
北
に

テ
ツ
ポ
ウ
プ
ギ
ヨ
ウ

銭
山田
奉
行

御
銭
飽
奉
行

一
折
れ
、
風
臥
に
建
す
る
。
こ
の
防
で
雨
方
よ
り
風
臥

の
始
は
明
ら
か
で
な
い
o
時
治
二
年
十
一

月
丹
羽
八

一
谷
及
び
明
科
の
総
統
来
白
骨
口
し
、
自
仰
に
京
っ
て
又

右
衛
門
、
寛
文
二
年
二
月
イ
六
日
井
上
太
郎
兵
衛

・
一
雨
よ
り
引
用
る
大
池
谷
川
を
入
れ
、
次
に
束
よ
U
百
合

水
路
平
左
衛
門
・
阪
山
庄
兵
衛
、
廷
判
H

七
年
三
且
問

一
谷
の
模
統
を
、
桑
応
の
北
方
で
大
刷
出
谷
川

・
小
山
肌谷

野
宇
兵
衛
が
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
御
輿
風
よ
り
之
を
勤

一
川
を
合
は
せ
、
商
よ
り
赤
谷
の
初
出
流
と
下
川
阪
の
渓

め
て
辿
約
し
た
。
御
銭
飽
怒
行
は
滞
の
所
有
す
る
銭

一
統
と
を
受
け
、
限
期
よ
り
花
抗
す
る
こ
と
約
八
粁

胞
を
主
管
す
る
#
円
で
あ
る
。

一
で
、
石
川
郡
木
制
刷
新
に
主
b
、
賂
添
川
を
綜
れ
て
初

テ
ツ
ポ
ウ
マ
チ

銭
飽
町

金
保
の
抑
制
町
名
。
元

一
め
て
手
取
川
の
名
を
得
る
。
水
源
よ
0
こ
L
に
主
る

品
開
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、的
問
勘
兵
衛
上
こ

ま
で
統
柑
四
二
粁
。
木
前
新
以
北
手
恥
川
の
本
流
は
、

地
町
の
次
に
鍛
飽
聞
と
あ
る
が
、
此
の
町
名
は
後
に

一
北
に
向
か
う
て
市
阪
を
地
ぎ
、
大
笠
山
の
凹
鈍
か
ら

制
耐
え
た
。
往
時
銃
砲
足
轄
の
組
地
で
あ
っ
た
h

め
の

一
設
す
る
揃
佐
川
を
入
れ
、
現
に
北
枕
す
る
こ
と
四
粁
.

抑制
で
あ
ら
う
。

一
能
央
郁
河
合
小
字
上
河
合
に
来
っ
て
、
左
伊
よ
り
大

テ
ツ
ポ
ウ
マ
チ

銭
旭
町

金
仰
の
皆
同
名
。
大

一
支
流
大
日
川
を
仰
ゼ
品
。
そ
れ
よ
り
淵
束
尚
に
流
れ
、

工
問
の
縮
小
山
田
で
、
今
は
他
凶
町
一
番
一
J

-
二
容
丁

一
抗
門
橋
に
於
い
て
幅
二
五
米
の
峡
椛
を
な
し
、
石
川

と
呼
ぶ
。
滞
政
中
そ
の
一
番
丁
は
御
先
手
組
鍛
勉
定

一
一部
口
直
俗
の
北
で
右
仰
よ
U
直
前
叫
谷
川
の
支
慌
を
入

腕
、
二
番
]
は
別
訪
附
足
畑
闘
が
位
し
た
が
、
初
は
陥

一
れ
、
水
円以
議
加
。
、
鶴
来
附
近
に
来
れ
ば
左
陪
に
阿
唯

一J
共
に
御
先
手
組
銀
勉
定
例
の
組
地
で
あ
っ
た
の
で

一
反
省
よ
り
成
る
天
狗
監
の
勝
地
を
見
、
こ
i
h

よ
b
凶

あ
る
。

一
に
折
れ
、
河
制
忽
ち
仙
明
大
し
て
臨
別
々
に
砂
聞
の
洲
を

テ
ツ
ラ
ン
ム
テ
イ

銭
鐙
祭
底
石
川
加
山
口
制
宗

一
一挟
む
。
木
川
の
米
側
は
、
結
停
砂
貯
の
岱
に
妨
げ
ら

大
東
寺
五
十
四
代
の
佐
持
。
弘
化
元
年
八
且
十
三
日

一
れ
て
北
折
し
、
波
・
美
川
の
聞
を
過
ぎ
て
裕
に
注
ぐ。

絞
し
た
。

一
犬
汝
防
よ
り
こ
L

に
京
る
ま
で
統
制
七
七
粁

に
及

テ
ド
リ
手
取
石
川
棚
長
屋
庄
に
闘
す
る
部
古
川
。

一
び
、
河
制
の
最
も
股
い
所
は
、
能
尖
地
誕
生
町
紅
に

テ
ド
リ
ガ
ハ
手
取
川

(
一
)
水
脈

l
似
を
大
汝

一
於
い
て
一
粁
品
川
に
越
す
る
が
、
そ
の
上
械
は
品
川
々
た

民
に
設
し
、御
前
岳
西
部
千
丈
澗
の
下
統
を
例
せ
、
将

一
る
岩
石
河
床
に
杭
た
は
る
が
紋
に
、
小
舟
を
泌
じ
仰

泡
岳
の
束
を
流
れ
、
湯
，
谷
川
と
な
っ
て
市
，
削
に
↑
t
a-
-

る
腕
離
僅
か
に
一

O
粁
内
外
に
地
ぎ
ぬ
。
耐
し
て
夜

。
、
こ
与
に
柳
谷
川
と
曾
し
た
る
も
の
を
牛
首
川
と

一
枚
採
雨
の
際
は
俄
に
怨
浴
し
て
腿
防
を
磁
峨
し
、
聞

も
白
山
川
と
も
宮
ふ
。
そ
の
柳
谷
川
は
御
前
院
の
南

一
例
人
前
半
」
出
ふ
こ
と
が
腿
℃
あ
ろ
。

ーー


